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財
政
運
営
に
つ
い
て

新
規
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
手
段
や
手
法
を
取

る
の
か
。

企
画
財
務
部
長　
今
後
計
画
さ

れ
て
い
る
大
型
の
普
通
建
設
事

業
等
に
お
い
て
は
、
国
・
県
支

出
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と

と
も
に
、
後
年
度
に
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
市
債
の
借
入

れ
を
行
う
ほ
か
、
事
業
の
目
的

に
応
じ
た
基
金
を
繰
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
計
画
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
。

市
民
生
活
部
長　
迅
速
か
つ
円

滑
な
災
害
復
旧
の
実
施
に
向
け

て
マ
ン
パ
ワ
ー
で
不
足
が
生
じ

な
い
よ
う
、
災
害
時
に
お
い
て
、

持
続
的
な
業
務
の
推
進
に
当
た

る
B
C
P
の
重
要
性
と
備
蓄
品

の
確
保
の
必
要
性
を
改
め
て
強

く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

保
育
施
設
に
つ
い
て

少
子
化
の
対
応
に
つ
い
て
。

保
健
福
祉
部
長　
最
近
の
出
生

数
の
減
少
に
伴
い
、
今
後
の
児

童
数
を
見
据
え
公
立
保
育
所
の

利
用
定
員
の
見
直
し
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
の
脆
弱
性
に
対
す
る

課
題
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　
本
市
に
お
い

て
能
登
半
島
地
震
と
同
規
模
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
耐
震

性
の
低
い
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が

一
部
存
在
し
て
お
り
、
長
期
間

の
断
水
が
発
生
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

道
路
事
業
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
未
整
備
路
線
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
。

都
市
建
設
部
長　
現
在
未
整
備

で
あ
る
主
な
都
市
計
画
道
路
は

3
路
線
あ
る
。
こ
の
3
路
線
の

整
備
が
完
了
す
る
こ
と
に
よ
り
、

幹
線
道
路
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
の
で
、
今
後
も
、
未
整
備

で
あ
る
都
市
計
画
道
路
の
早
期

整
備
完
了
に
向
け
て
努
め
て
い

く
。

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
は
最
重
要

日頃から災害への対策を
話し合いましょう！
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